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三
の
二

第
四
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
る
べ
き
願
書
に
こ
れ
ら
を
添
え
て
い
な
い
と
き
。

第
二
十
一
条
第
八
号
中
「
届
書
」
を
「
願
書
」
に
、「
同
項
た
だ
し
書
」
を
「
同
様
式
に
よ
る
願
書
若
し
く
は
様
式

第
六
の
一
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
届
書
」
を
「
願
書
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
書
面
」
の
下
に
「
及

び
第
四
条
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。）に
規
定
す
る
書
面
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
の
次
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

特
定
開
発
者
の
選
定
に
よ
る
鉱
業
権
の
設
定
又
は
変
更
の
申
請
等
の
手
続

第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
緊
急
を
要
す
る
特
別
の
事
情
）

第
二
十
二
条

法
第
三
十
八
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
緊
急
を
要
す
る
特
別
の
事
情
は
、
特

定
鉱
物
の
開
発
に
よ
り
公
共
の
利
益
の
増
進
を
図
る
た
め
に
緊
急
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
情
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

内
外
の
社
会
的
経
済
的
事
情
に
照
ら
し
て
著
し
く
不
適
切
で
あ
り
、
公
共
の
利
益
の
増
進
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

保
健
衛
生
上
害
が
あ
り
、
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
を
破
壊
し
、
文
化
財
、

公
園
若
し
く
は
温
泉
資
源
の
保
護
に
支
障
を
生
じ
、
又
は
農
業
、
林
業
若
し
く
は
そ
の
他
の
産
業
の
利
益
を
損

じ
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
事
情
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
特
定
鉱
物
を
目
的
と
す
る
鉱
業
権
の
設
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
区
域
に
お
い
て
特
定
鉱
物
を
目
的
と
す
る
鉱
業
権

の
設
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
三
の
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
様
式
第
二
十
六
に
よ
り
次
に
掲

げ
る
事
項
を
明
示
し
た
区
域
図
四
葉
を
添
え
て
、
法
第
三
十
八
条
第
四
項
第
四
号
の
募
集
期
間
内
に
経
済
産
業
大

臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
区
域
図
に
は
、
鉱
業
権
を
設
定

し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
と
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
特
定
区
域
と
の
関
係
を
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
の
区
域
の
所
在
地

二

申
請
の
区
域
の
面
積

三

目
的
と
す
る
特
定
鉱
物
の
名
称

四

縮
尺

五

申
請
の
区
域
の
形
状
を
示
す
多
角
形
の
頂
点
と
な
る
地
点
（
以
下
「
申
請
の
区
域
の
頂
点
」
と
い
う
。）及
び

右
回
り
に
付
し
た
そ
の
番
号

六

第
三
条
の
二
の
平
面
直
角
座
標
系
に
よ
る
申
請
の
区
域
の
頂
点
の
座
標
値

七

申
請
の
区
域
の
境
界
線

八

申
請
の
区
域
及
び
そ
の
付
近
に
お
け
る
地
形

２

第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
書
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

三
項
中
「
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
項
第
二
号

中
「
様
式
第
二
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
十
三
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
三
十
九
条
第
三
項
第
六
号
で
定
め
る
事
業
計
画
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
二
条
の
三

法
第
三
十
九
条
第
三
項
第
六
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
鉱
物
の
掘
採
に
関
す
る
事
項

と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

目
的
と
す
る
特
定
鉱
物
又
は
そ
れ
と
類
似
の
も
の
に
関
す
る
掘
採
の
実
績

二

鉱
業
権
の
設
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
探
査
の
実
績
及
び
探
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
た

鉱
床
の
評
価

三

採
掘
権
の
設
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
試
掘
の
実
績
及
び
試
掘
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
た

鉱
床
の
評
価
（
採
掘
権
の
申
請
の
場
合
に
限
る
。）

四

特
定
鉱
物
の
販
路
（
採
掘
権
の
申
請
の
場
合
に
限
る
。）そ
の
他
必
要
な
事
項

（
特
定
開
発
者
で
あ
る
試
掘
権
者
に
よ
る
採
掘
権
の
設
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
四

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
鉱
物
を
目
的
と
す
る
採
掘
権
の
設
定
の
申
請
を
し

よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
三
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
、
様
式
第
二
十
六
に
よ
り
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
示
し
た
区
域
図
四
葉
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
区
域
図
に
は
、
鉱
業
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
と
法
第
三
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
特
定
区
域
と
の
関
係
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
採
掘
権
の
設
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
特
定
鉱
物
の
試
掘
の
実
績
を
説
明

す
る
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
第
一
項
の
申
請
書
に
、
第
四
条
の
二
の
規
定
は
同
項
の
申
請
に
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
三
項
中
「
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
又

は
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
様
式
第
二
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
十
三
の
四
」
と
、
第

四
条
の
二
第
二
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
特
定
鉱
物
の
掘
採
計
画
を
定
め
る
期
間
）

第
二
十
二
条
の
五

法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
第
六
号
で
定
め
る
事
業
計
画
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
二
条
の
六

第
四
十
一
条
第
二
項
第
六
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
特
定
鉱
物
の
掘
採
に
関
す
る
事
項
と

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

目
的
と
す
る
特
定
鉱
物
又
は
そ
れ
と
類
似
の
も
の
に
関
す
る
掘
採
の
実
績

二

鉱
業
権
の
設
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
探
査
の
実
績
及
び
探
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
た

鉱
床
の
評
価

三

採
掘
権
の
設
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
試
掘
の
実
績
及
び
試
掘
で
得
ら
れ
た
情
報
を
踏
ま
え
た

鉱
床
の
評
価

四

特
定
鉱
物
の
販
路
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
鉱
区
の
増
減
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
七

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
鉱
区
の
増
減
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

十
三
の
五
に
よ
る
申
請
書
に
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
鉱
区
及
び
特
定
区
域
と

増
減
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
と
の
関
係
を
明
示
し
た
区
域
図
四
葉
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産

業
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
採
掘
権
に
つ
い
て
採
掘
鉱
区
の
減
少
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書

に
抵
当
権
者
の
承
諾
書
を
添
え
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
七
号
を
除
く
。）の
規
定
は
第
一
項
の
申
請
書
に
、
第
四
条
の
二

及
び
第
四
条
の
三
の
規
定
は
採
掘
鉱
区
の
増
加
又
は
増
加
及
び
減
少
の
申
請
に
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
四
条
第
三
項
第
二
号
中
「
様
式
第
二
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
十
三
の
二
」
と
、
第
四
条
の
二
第
二
項
及

び
第
四
条
の
三
中
「
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
二
条
の
八

第
六
条
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
四
条
の
三
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
十
九
条
並
び
に
第
二
十
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
条
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
又
は
法
第
四
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
鉱
業
権
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
十
六
条
、
第
十
七

条
第
一
項
、
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経

済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
」
と
、
第
十
一
条
第
二
項
中
「
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
産

業
大
臣
又
は
同
一
経
済
産
業
局
長
」
と
、
第
十
七
条
第
一
項
中
「
法
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条

第
六
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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